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後

記

札
幌
農
学
校
は
、
本
学
の
伝
統
の
源
泉
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
代
日
本
成
立
期
の
特
色
あ
る
高
等
専
門
教
育
機
関
と
し
て
、

ま
た

米
欧
文
化
輸
入
の
窓
口
と
し
て
注
目
す
べ
き
存
在
で
あ
る
。
わ
が
国
の
科
学
史
・
文
化
史
・
思
想
史
の
上
に
、

ま
た
北
海
道
の
開
拓

史
の
上
に
消
し
難
い
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

本
学
に
は
、
札
幌
農
学
校
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

外
国
人
教
師
関
係
文
書
約
五
千
点
な
ど
〉
が
幸
い
に
し

コいき"“

て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
か
ら
重
要
な
文
書
を
抽
出
す
れ
ば
、
札
幌
農
学
校
の
教
育
・
組
織
・
研
究
・
学
生
・
思
想
な
ど
の

後

諸
側
面
に
わ
た
る
か
な
り
密
度
の
高
い
史
料
集
を
編
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
私
ど
も
の
考
え
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
文
書
鮮
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、

ま
た
容
易
に
通
読
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。
こ
れ
を
史

料
集
の
形
で
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
学
の
関
係
者
が
母
校
の
伝
統
を
た
し
か
め
る
手
が
か
り
と
な
り
、

ま
た
ひ
ろ
く
日
本
の

近
代
を
考
え
る
人
々
の
た
め
に
役
立
つ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
本
学
の
創
基
百
周
年
を
記
念
す
る
有
意
義
な
仕
事
と
な
る
に
ち
が
い
な

L 、。
し
か
し
、
こ
の
編
集
は
な
か
な
か
骨
の
折
れ
る
仕
事
で
あ
っ
た
。
千
冊
に
お
よ
ぶ
簿
書
群
の
な
か
か
ら
重
要
度
の
高
い
史
料
を
選

択
す
る
こ
と
、

そ
れ
を
解
読
・
筆
写
し
、

日
付
を
確
定
し
て
編
集
す
る
こ
と
、
校
正
に
あ
た
っ
て
再
三
原
本
と
の
照
合
を
行
う
こ

813 

と
、
こ
れ
ら
の
労
力
は
当
初
の
予
想
を
越
え
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
札
幌
農
学
校
の
上
級
機
関
で
あ
る
開
拓
使
・
農
商
務

省
・
北
海
道
庁
、

さ
ら
に
太
政
官
・
内
問
な
ど
の
公
文
書
に
よ
っ
て
、
北
大
所
蔵
史
料
を
補
う
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
た
め
に
、
編
集
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作
業
は
増
加
し
、

そ
の
結
果
、
こ
の
種
の
史
料
集
と
し
て
は
、

吋
北
大
百
年
史
b

全
体
の
構
成
の
う
え
で
い
さ
さ
か
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

た
だ
で
さ
え
予
定
を
超
過
し
が
ち
な
採
録
史
料
の
主
も
、

さ
ら
に
大
き
く
な
っ
た
。

か
な
り
綿
密
で

の
少
な
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
う
が
、
そ
の
た
め
に
予
想
以
上

の
頁
数
と
時
間
を
費
や
し
た
こ
と
、

関
係
者
の
方
々
に
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
、
こ
の
史
料
集
が
多
く
の
方
々
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
、

ま
た
、
こ
れ
を
手

が
か
り
と
し
て
隠
史
料
利
用
の
機
会
が
多
く
な
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
私
ど
も
の
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。

ま
た
、
未
刊
の
史
料
を
公

閉
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
た
め
、
既
刊
の
史
料
集
な
ど
に
採
録
さ
れ
た
も
の
は
、
比
較
的
重
要
な
文
書
で
あ
っ
て
も
割
愛
し
た

場
合
が
少
な
く
な
い
。
解
説
に
記
し
た
よ
う
な
関
係
史
料
・
文
献
を
あ
わ
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。

本
来
日
の
編
集
を
担
当
し
た
の
は
、
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
円
以
会
出
版
専
門
委
員
会
の
も
と
に
症
か
れ
た
北
海
道
大
学
百
年
史
編

さ
き
に
刊
行
し
た
「
部
局
史
」
の
編
集
・
校
正
に
あ
た
り
、

の
編
集
を
終
わ
り
、

集
室
で
あ
る
。
編
集
室
は
、

さ
ら
に
「
通
説
」
の
執
筆
・
編
集
に
つ
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

編
集
室
長

編
集
長

1/ ノアグノア1/ 1/ 

い
ま
こ
の
「
札
幌
農
学
校
史
料
」
付
・

0

永
井
秀
夫
(
文
学
部
・
出
版
専
門
委
員
会
委
員
長
)

十
口
同
的
圧
す
以
〈
農
学
部
・
向
副
委
員
長
)

秋
月
俊
平
〈
図
書
館
北
方
資
料
室
〉

朝
比
奈
英
一
一
一
(
低
視
科
学
研
究
所
・
一
九
七
八
年
一
一
一
月
ま
で
〉

遠
藤
一
夫
(
工
学
部
〉

大
崎
市
山
治
(
農
学
部
)

佐
伯
有
清
〈
文
学
部
〉

田
中

彰
ハ
文
学
部
〉



編
集
長

宮
沢
岡
新
士
口
(
経
済
学
部
)

ノγ

松
沢
弘
陽
(
法
学
部
)

λア

(
専
任
〉
青
山
英
学

ノア

(
専
任
〉
山
m
問
問
司

編
集
助
手
(
専
任
〉
石
見
和
子
(
旧
姓
竹
名
、

一
九
七
七
年
間
同
月
1
七
九
年
一
一
一
月
)

ノア

(
専
任
)
近
藤
桂
子
ハ
一
九
七
九
年
四
月

1
八
一
年
一
一
一
月
)

願

高
倉
新
一
郎
ハ
名
品
交
教
授
)

悶

朝
比
奈
英
一
ニ
(
名
誉
教
授
・
一
九
七
九
年
五
月
よ
り
〉

編
集
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
青
山
英
幸
・
山
田
博
司
の
両
氏
で
あ
り
、
各
編
集
員
は
簿
書
お
よ
び
外
爵
人
書
簡
を
通
読
し
採
録
文

J
u
 

n
コロ

書
を
選
び
出
す
仕
事
を
助
け
た
。
史
料
の
解
読
と
筆
写
に
傾
注
さ
れ
た
前
田
徳
泰
氏
の
努
力
や
、
原
本
と
の
照
合
・
校
正
に
あ
た
っ

後

た
お
見
和
子
・
近
藤
桂
子
・
克
樹
規
子
・
小
賀
坂
佑
子
の
諸
氏
の
力
に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
い
。

末
尾
で
は
あ
る
が
、
史
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
諸
機
関
や
関
係
者
の
方
々
に
御
礼
申
上
げ
る
と
と
も
に
、
作
業
の
進
行
止
を
助

け
ら
れ
た
事
務
局
庶
務
課
・
経
理
課
の
方
々
、

ま
た
悶
難
な
組
版
・
校
正
を
担
当
し
た
出
版
社
の
方
々
に
も
謝
意
を
表
さ
せ
て
い
た

r
一b
2

二
、
。

み
J
3
)〈
φ
/
}
U
V一

九
八
一
年
七
月

北
海
道
大
学
百
四
同
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
出
版
専
門
委
員
会
委
員
長
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史
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